令和　　年度　　　京都大学化学研究所　スーパーコンピュータシステム　利用報告書
利用申請書に記載した研究課題（和文）

利用申請書に記載した研究課題（英文）
所　　属     　　　　   　氏　　名　　
研究成果概要
　（例）本研究では、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。
発表論文（謝辞あり）
発表論文（謝辞なし）
（注意事項）（このひな形を使って報告書を作成する場合、この行から下は削除して下さい。）
1. 利用報告書は１ページが埋まる程度の分量でも構いません。発表論文が多い場合など、2ページ以上となった場合でも ページ番号は振らないでください。
2. A4用紙に左右　3.0cm、上3.5cm、下3.0cm程度の余白をとってください。

3. フォントはMS P明朝かTimes New Romanを主体とし、フォントサイズは11、スタイルは標準 としてください。ただし、「令和 　年度 京都大学化学研究所　スーパーコンピュータシステム　利用報告書」のフォントサイズは 12 としてください。
4. タイトルは、”利用申請書に記載した研究課題（和文）”および”利用申請書に記載した研究課題（英文）”の箇所に記載し、原則として利用認定書に記載の研究課題としてください。もし、利用認定書に記載の研究課題が不明の場合、スパコンシステムまでお問い合わせください。研究内容の大幅な変更等があった場合、実際の研究課題に即して変更していただいて結構です。
5. “所属”や“氏名”は削除し、その箇所に、所属と氏名を記載してください。また、所属や氏名は1行にまとめて右詰でお願いします。 もし、所属が長く、1行に収まらない場合には2行で構いません。その場合も、所属および氏名は右詰でお願いします。
6. 所属は、～大学、～研究所、～研究科等を含め研究室を特定できる階層までの記載をお願いします。京都大学所属の場合も、必ず　”京都大学”から記載をお願いします。各階層間は、空白を挿入して、区切ってください。氏名は、アカウントを取得している利用者名を記載してください。
7. システムのアカウント名やメールアドレスは記載しないでください。研究成果報告書は後日一般に公開されますので、それらの情報が悪用される恐れがあります。
8. 具体的な成果がまだ出ていない場合には、これまでの研究の中間報告もしくは今後の研究計画を記載いただいても構いません。
9. "発表論文(謝辞あり）"にはスーパーコンピュータシステムへの謝辞（※）のある論文を記載してください。 スーパーコンピュータシステムへの謝辞がない論文は、"発表論文（謝辞なし）"に記載してください。なお、該当論文がない場合、それぞれのタイトル"発表論文(謝辞あり）"や"発表論文（謝辞なし）"は利用報告書に記載しなくて構いません。
10. PDF形式とし、report@scl.kyoto-u.ac.jp まで送付ください。PDF形式への変換ができない場合には、Word形式でも構いません。こちらでPDF形式へ変換いたします。また、できればファイル名にはユーザ名を付けていただけると助かります。
11. ユーザアカウントごとに報告書をご提出ください。
12. 提出期限は2月末日です。
· 化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用した論文には以下の謝辞を記載して下さるようお願いします。　【和文】

「本研究成果（の一部）は、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用して得られたものです。」　
【英文】

“Computation time was provided by the SuperComputer System, Institute for Chemical Research, Kyoto University.”　
また、化学研究所共同利用・共同研究拠点の課題として行った研究の場合には以下の謝辞を記載ください。

【和文】

「本研究は、京都大学化学研究所　共同利用・共同研究拠点(課題番号：XXXX)の助成を受けたものです。」　
【英文】

“This work was supported by the Collaborative Research Program of Institute for Chemical Research, Kyoto University (grant # XXXX).”　

